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調査実施日は 2020 年 1 月 22～24 日、調査対象者は関西地方の公立大学に通う 1 年生配当の後学
期必修英語科目を履修した 4 クラスの学生（計 120 名）である。調査を行った 2019 年度は 1 年次の
み英語が必修であり、クラス分けの措置が採られていなかったため、学生はそれぞれ入学時に振り分
けられたクラスで履修していた。質問 1 で尋ねた調査対象者の属性は、地域経営学科 1 年生 85 名（全
体の 71％）、地域経営学科 2 年生以上 7 名（6％）、医療福祉経営学科 1 年生 27 名（22％）、医療福
祉経営学科 2 年生以上 1 名（1％）であった。 
3. 各項目の調査結果 
3.1 これまでの英語の学習状況 
質問 2 から質問 5 では、これまでの英語学習状況について尋ねている。図 1 の「英語は好きです
か」の問いに対し、「好き」と「まあまあ好き」を選んだ学生が全体の 54 名（46％）、「あまり好きで
はない」「嫌い」が 36 名（30％）、「どちらとも言えない」が 29 名（24％）であったことから、英語
に対して「好き」「まあまあ好き」という意識を持っている学生が全体の半数近くを占める一方で、3
割の学生が「あまり好きではない」「嫌い」と感じていることが分かる。 
図 2 は英語の 4 技能（読む、書く、聴く、話す）の得意、不得意を 5 択（「得意」「どちらかと言え
ば得意」「どちらとも言えない」「どちらかと言えば不得意」「不得意」）の中からそれぞれ回答する形











と他の 3 技能との乖離が顕著であることがわかる。 
 
  
図 1 英語は好きですか        図 2 英語の 4 技能の得意、不得意について 
 
 
図 3 高校までの成績（自己評価）    図 4 所持している英語資格（自己最高のもの） 
 
図 3 は、英語の高校までの成績を 5 段階の自己評価で各自回答してもらったものである。「良かっ
た」「どちらかと言えば良かった」を選んだ学生の合計が 41 名（35％）、「普通」が 41 名（34％）、
「どちらかと言えば悪かった」「悪かった」が 38 名（33％）と、その 3 者がほぼ均等に存在している
ことが分かる。図 4 では、現在までの間に取得している英語関連資格のうち、最も高い級やスコアを
「英検」、「TOEIC」、「TOEFL」、「その他」の項目を設け、それぞれ記載してもらった。結果、「記入
無し」が最多の 53 名（全体の 44％）であり、半数近くの学生がこれまで英語関連資格を全く取得し
てこなかったことがわかる。資格別では「英検準 2 級」が 24 名（20％）と最も多く、「英検 3 級」19






均的なレベルとして準 2 級を想定することができる。3 名ではあったが、受験したことのある資格に
TOEIC（400 点、450 点）や GTEC（言語別部門 120 点）と答えた学生もいた。 
3.2 授業環境等に関すること 
質問 6 から質問 11 は学習環境に関する質問である。先述した通り、今回の調査協力者 120 名は、
それぞれ 1 クラスあたり 32～38 名の教室で学んでいた。テキストにはリスニングや DVD の箇所が
含まれていたため、全てのクラスが毎回パソコンルームで授業を行った。テキストの詳細については
























図 7 1 クラスの人数            図 8 教員の英語使用 
 
図 7 は、1 クラスの人数について尋ねたものである。「ちょうど良かった」と回答した学生が 96 名
（80％）を占め、32～38 名のクラス編成は概ね良好であったことが窺える。また、教員の英語使用









     図 9 ペアワークについて      図 10 パソコンルームでの授業について 
 
図 9 は授業内で採用したペアワークについての感想である。「どちらとも言えない」が 43 名（36％）













質問 12 から質問 15 では、テキストについて質問した。EnglishⅠ（前学期）・Ⅱ（後学期）の 4 ク
ラスで使用したテキストは、外国の出版社が刊行した、全文英語で書かれた CEFR の B1 レベル相当
の教材であった。カラー写真が多く掲載され、外国に関する生の知識が得られること、また 4 技能の
学習が可能との判断から選定に至った。1 ページが左右 2 段組になっており、ぞれぞれの段はページ
によって異なるが、45～50 字×おおよそ 50 行である。 
 
 


























 全 25 問の質問のうち、質問 16 から質問 25 までは授業外での学びや目標等についての項目であっ
た。大学での英語の授業以外で、自主的に英語を勉強しているかの問いに対し、「はい」は 33 名(28%)
に留まり、「いいえ」が 86 名(72%)となった。(図 15) また、「はい」と答えた学生のうち、1 週間に
どのくらい英語学習に費やしているかという質問に対し、図 16 にあるように、1 日約 10 分程度と回
答した学生は 24 名(73%)であった。1 日約 30 分程度と合算すると、32 名(97%)の学生が約 30 分以
内の英語学習時間となっている。 
 







   図 17 は自主的に英語の勉強をしてみたいですかという質問に対する回答である。「してみたい」











図 17  自主的な英語の勉強について     図 18 自主的な英語学習をしていない理由 
 
 






























図 21 高めたい英語のレベル      図 22 大学の授業を通して最も伸ばしたい技能 
 




















図 23 大学在学中に取得したい英語資格      図 24 将来英語を使って生活したいか 
 
 図23は、大学在学中に取得しておきたい英語資格を複数回答で答えてもらったものである。TOEIC
取得希望者が最も多い 97 名である一方で、英検も 39 名が望んでおり、留学関連資格の取得希望者



























学年（3，4 年生）までの履修を希望し、大学での到達目標を B1 レベルに設定しており、留学に関心












定の技能が CEFR の B1 レベルに達していたとしても、その他の技能が達しておらず、例えば、文法




































（3.4 の図 15～22 ミューリ、それ以外は大谷が執筆） 
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